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曽
自
城

◆
宮
城
支
部

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

例
年
9
月
に
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
　
「
支
部
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
ま

し
た
。
次
年
度
は
是
非
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
震
災
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

例
年
、
5
月
、
1
0
月
に
実
施
し
て
い
た
持
株
主
催

の
　
「
気
仙
沼
・
大
島
で
の
復
興
支
援
活
動
」
は
コ
ロ

ナ
感
染
予
防
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
宮
城
事
業
部
主
催
の
　
「
東
松
島
市
海
岸
防

災
林
再
生
活
動
」
も
同
様
に
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

◆
五
ッ
橋
ク
ラ
ブ

◎
理
事
会
・
幹
事
会

会
報
手
配
り
の
反
省
会
も
兼
ね
、
例
年
9
月
に
開

催
し
て
い
た
幹
事
会
は
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
各
幹
事
か
ら
、
会
報
手
配
り
の

状
況
等
を
ハ
ガ
キ
で
送
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
「
会

報
手
配
り
の
状
況
・
ご
意
見
等
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
集
合
会
議
が
出
来

に
く
く
な
る
中
、
少
し
で
も
意
見
交
換
、
近
況
報
告

の
場
が
あ
れ
ば
と
思
い
実
施
し
ま
し
た
。

◎
会
員
作
品
展

隔
年
毎
の
1
0
月
に
実
施
し
て
い
る
作
品
展
も
今
回

は
中
止
し
ま
し
た
。
五
ッ
橋
ク
ラ
ブ
の
み
な
ら
ず
宮

城
の
各
地
区
に
も
声
を
か
け
、
沢
山
の
方
か
ら
力
作

を
出
展
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
作
品
の
準
備

期
間
と
来
場
者
の
健
康
を
考
慮
し
ま
し
た
。
早
く
コ

ロ
ナ
禍
が
無
く
な
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

コ
ロ
ナ
に
十
分
注
意
し
っ
つ
、
仲
間
と
楽
し
ん
で

い
る
サ
ー
ク
ル
も
あ
り
ま
す
。

㈲
柊
俳
句
同
好
会

当
会
は
毎
月
第
3
金
曜
日
の
午
後
、
五
橋
ビ
ル
に

て
定
例
の
句
会
を
開
催
し
、
互
い
に
講
評
し
な
が
ら

レ
ベ
ル
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら

集
合
例
会
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
期
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
俳
句
は
続
け
よ
う
と
の
こ
と
で
、

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
便
を
利
用
し
て
全
員
参

加
の
　
「
在
宅
例
会
」
を
何
度
か
行
い
ま
し
た
。

誰
で
も
、
い
つ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
俳
句
会

で
す
。
新
規
会
員
大
募
集
中
。
電
友
会
事
務
局
に
御

一
報
を
。

㈲
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
　
キ
エ
レ

令
和
2
年
2
月
に
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ

れ
た
　
「
い
き
い
き
発
表
会
」
　
に
出
演
し
、
メ
ン
バ
ー

7
名
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
以
降
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
全
国
的
な
感
染
拡
大
に
よ
り
集
合

の
練
習
を
自
粛
し
、
暫
く
の
あ
い
だ
休
会
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

休
会
し
て
動
き
が
な
い
ま
ま
半
年
が
過
ぎ
、
よ
う

や
く
酷
暑
も
収
ま
っ
た
頃
、
そ
ろ
そ
ろ
練
習
を
再
開

し
て
も
大
丈
夫
で
は
？
と
の
声
が
出
始
め
1
0
月
か
ら

練
習
を
再
開
致
し
ま
し
た
。

今
は
安
心
、
安
全
の
た
め
に
踊
る
際
も
マ
ス
ク
を



各地区電友会だより（宮城）

ポーズもしっかり決まります
（OBサロン壁面鏡の前）

詩吟の教本

向かって左の新会員（吉野さん）へ
マンツーマン特訓中

48

山の会例会　福島県　磐梯山にて
（令和2年8月23日）

着
用
し
、
部
屋
の
換
気
を
行
う
な
ど
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
な
が
ら
、
無
理
を
し
な
い
練
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ロ
ナ
禍
が
明
け
た
再
開
時
に
は
更
に
上
達
し
て
会
え

る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

活
動
休
止
中
に
新
人

1
名
が
入
会
し
て
く
れ

ま
し
た
の
で
、
3
密
を

避
け
て
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
特
訓
中
で
す
。
入
会

し
て
3
カ
月
に
な
り
ま

す
が
覚
え
が
早
く
、
先

が
楽
し
み
で
す
。

忠
相
楓
外
1
㌧

～
1
里
長
鯛
爪
は

－
蕊
賢
し
恥
戦
場

′

　

ノ

　

正

　

二

：
．
・
巨
．
▲
ト
㌧
∴
、
十

㌢

手

付
瑚
城
外
斜
陽
l
二
汀
つ

諾

　

中

　

　

庸

元
ぬ

ノ
号
の
耽
称
は
動
力
に
敗
れ
悠
遥

率
箪
㌫
㌢
言

㈱
吼
山
流
詩
吟
道
サ
ー
ク
ル

詩
吟
グ
ル
ー
プ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
3
密
状
態
か

ら
の
練
習
を
考
慮
し
て
昨
年
5
月
か
ら
活
動
を
休
止

中
で
す
。
練
習
再
開
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
当
面
は

様
子
見
の
ま
ま
で
年
末
ま
で
休
止
の
予
定
で
す
。
「
詩

吟
は
上
手
な
人
の
吟
を
真
似
る
の
が
上
達
の
早
道
」

と
言
い
ま
す
。
会
員
の
鎌
田
さ
ん
か
ら
師
範
級
の
先

生
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
C
D
化
し
て
頂
い
た
の
で

こ
れ
を
使
い
各
自
自
宅
練
習
を
し
て
お
り
ま
す
。
コ

㈱
五
ツ
橋
山
の
会

今
年
で
7
年
目
を
迎
え
る
当
山
の
会
は
、
高
石
会

長
以
下
、
女
性
会
員
5
名
を
含
め
総
勢
2
2
名
の
会
員

が
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
月
1
～
2
回
の
例
会
登
山

で
、
宮
城
県
や
近
県
の
日
帰
り
登
山
を
毎
回
約
1
0
名

の
会
員
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
発
足
当
初
か
ら
写
真

入
り
の
登
山
記
録
「
山
旅
日
記
」
を
発
行
し
て
お
り

昨
年
1
月
に
は
　
「
第
5
0
号
達
成
記
念
誌
」
を
発
行
し

ま
し
た
。
昨
年
は
1
月
に
日
本
一
早
い
山
開
き
で
有

名
な
（
？
〓
呂
城
・
福
島
県
境
の
鹿
狼
山
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
そ
の
後
5
月
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
し
ま
し

た
が
、
6
月
の
南
蔵
王
縦
走
か
ら
再
開
し
、
8
月
は

船
形
山
と
磐
梯
山
、
9
月
は
面
白
山
登
山
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
年
1
回
の
総
会
後
の
懇
親
会
を
始
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め
納
涼
祭
や
時
折
の
反
省
会
等
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず

登
山
以
外
で
も
大
い
に
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

◆
大
崎
ク
ラ
ブ

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

㈲
N
T
T
古
川
O
B
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

今
年
度
も
各
地
区
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
と
の

交
流
大
会
や
月
例
会
を
企
画
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
、
古
川
・
弘
前
交
流
大
会
、
古
川
・

お
い
た
ま
・
小
牛
田
交
流
大
会
、
そ
し
て
4
月
の
月

例
会
の
中
止
が
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

総
て
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
〃
3
密
〟
　
回
避
の
条

件
で
や
っ
と
オ
ー
プ
ン
と
な
り
、
ふ
れ
あ
い
の
森
P

G
を
中
心
に
、
毎
週
水
・
金
曜
日
の
練
習
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
練
習
会
参
加
人
数
は
、

4
月
2
0
人
、
5
月
3
6
人
、
6
月
9
2
人
、
7
月
7
9
人
、

8
月
6
4
人
、
9
月
7
7
人
で
し
た
。
日
頃
の
成
果
を
競

い
合
う
月
例
会
と
交
流
会
の
成
績
は
次
の
通
り
で
し

た。・
5
月
2
7
日
　
（
ふ
れ
あ
い
の
森
P
G
1
4
名
）

優
勝
　
高
橋
房
之
助
　
　
準
優
勝
　
地
相
　
恭
介

・
6
月
2
4
日
　
（
ふ
れ
あ
い
の
森
P
G
2
1
名
）

優
勝
　
小
岩
欽
治
郎
　
　
準
優
勝
　
中
鉢
　
信
子

・
7
月
2
9
日
　
（
や
く
ら
い
P
G
1
6
名
）

優
勝
　
小
岩
欽
治
郎
　
　
準
優
勝
　
小
川
　
剛

・
8
月
2
6
日
　
（
ふ
れ
あ
い
の
森
P
G
1
9
名
）

優
勝
　
高
橋
房
之
助
　
　
準
優
勝
　
中
鉢
　
信
子

・
9
月
3
0
日
　
（
ふ
れ
あ
い
の
森
P
G
2
2
名
）

優
勝
　
菅
原
　
武
人
　
　
準
優
勝
　
菅
原
　
祐
子

・
第
1
0
回
古
川
・
泉
交
流
大
会
　
7
月
2
2
日

（
ふ
れ
あ
い
の
森
P
G
古
川
1
7
名
、
泉
1
2
名
）

優
勝
　
　
千
葉
　
政
行
（
古
川
）

準
優
勝
　
中
鉢
　
信
子
（
古
川
）

1
0
月
4
日
に
大
崎
市
三
本
木
P
G
が
オ
ー
プ
ン
し

た
の
で
、
次
年
度
の
練
習
会
と
月
例
会
の
会
場
に
と

計
画
し
て
い
ま
す
。

㈲
古
川
囲
碁
ク
ラ
ブ

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
大
変

で
す
。
総
会
は
議
案
書
配
付
方
式
の
決
議
で
確
認
さ
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れ
ま
し
た
。

毎
週
木
曜
日
に
退
職
者
サ
ロ
ン
で
の
勉
強
会
は
4

月
5
月
と
休
止
し
6
月
か
ら
マ
ス
ク
を
し
な
が
ら
再

開
、
消
毒
液
等
も
準
備
し
毎
週
の
勉
強
会
を
楽
し
み

な
が
ら
何
と
か
や
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
高
齢
化
が
進
み
勉
強
会
の
欠
席
が
増
え
頭

を
悩
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
会
員
募
集
中
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。囲

碁
大
会
も
延
期
し
て
お
り
ま
す
。

早
く
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
望
み
ま
す
。

㈱
花
野
乗

令
和
2
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら

れ
た
大
変
な
年
で
し
た
。

4
月
の
例
会
は
、
感
染
予
防
の
た
め
中
止
と
し
ま

し
た
。
5
月
は
窓
と
入
口
を
開
け
、
換
気
を
し
な
が

ら
「
ツ
ツ
ジ
」
　
「
椿
」
　
「
日
々
草
」
等
を
措
き
ま
し
た
。

例
年
な
ら
屋
外
写
生
に
行
く
時
季
で
す
が
、
残
念
で

し
た
。
6
月
は
延
期
し
て
い
た
総
会
を
開
き
、
会
計

報
告
と
活
動
計
画
等
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
7
月
は

3
回
の
例
会
を
持
ち
「
暑
中
見
舞
」
状
を
作
成
し
ま

し
た
。
会
員
が
一
迫
百
合
園
の
見
事
な
数
種
類
の
百

合
の
花
を
調
達
し
て
く
れ
「
百
合
」
　
4
種
を
描
き
、

お
ひ
と
り
に
な
ら
れ
た
O
B
の
方
々
に
5
0
枚
程
発
送

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
季
節
の
花
々
は
私
達

に
ホ
ッ
と
す
る
ひ
と
時
を
与
え
て
く
れ
、
元
気
を
も

ら
え
ま
す
。
新
年
度
か
ら
は
、
大
声
で
シ
ャ
ベ
リ
、

笑
い
、
元
気
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

㈱
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
桜
友
会
」

市
民
憩
い
の
場
所
、
化
女
沼
湖
畔
は
ガ
ン
、
カ
モ
、

ヒ
シ
ク
イ
等
の
冬
鳥
の
越
冬
地
と
し
て
　
「
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
」
　
に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
所
で
す
。
毎
月
1

回
環
境
美
活
動
と
し
て
、
湖
畔
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
元
の
小
学
生
が
授
業
の

一
環
と
し
て
参
加
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
0

年
前
か
ら
植
樹
し
始
め
た
桜
の
木
の
環
境
整
備
活
動

と
し
て
、
4
月
か
ら
日
月
迄
毎
週
末
、
日
の
出
の
早
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パークゴルフサークル：東松島海浜緑地パークゴルフ場の全景

朝
か
ら
桜
の
木
の
下
草
刈
り
作
業
、
害
虫
駆
除
、
肥

料
の
散
布
、
桜
の
木
の
努
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
会
員

全
員
が
参
加
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
元
気
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

◆
小
牛
田
ク
ラ
ブ

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

㈲
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

令
和
2
年
度
は
、
4
月
に
総
会
を
開
き
、
そ
の
後

に
第
1
回
日
の
練
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
5
月
末
ま
で
中
止
と
な
り
ま

した。6
月
か
ら
練
習
を
再
開
し
、
7
月
に
4
7
回
大
会
、

1
0
月
に
4
8
回
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

準
優
勝
　
二
上
　
信
昭

（
い
ず
れ
も
加
護
坊
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
）

当
愛
好
会
は
、
年
々
会
員
数
も
少
な
く
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
と
の
交
流
と
友
好
を
深
め
る

事
を
兼
ね
、
暫
く
前
か
ら
若
干
名
の
地
域
の
方
々
に

支
援
会
口
貝
と
し
て
参
加
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
成
績
は
練
習
量
の
差
な
の
か
支
援
会

員
の
方
々
が
優
勢
で
す
。
我
々
本
会
貝
も
上
位
成
績

を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
も
の
で
す
。

◆
石
巻
電
友
会

◎
定
期
総
会
（
中
止
）

6
月
中
旬
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
予
防
の
た
め
、
や
む
を
得
ず
中
止
と
し
ま
し

た
。
来
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
す
る
こ
と
を
期
待

し
、
楽
し
く
懇
親
し
た
い
も
の
で
す
。

・
4
7
回
大
会
成
績

優
勝

佐
々
木
一
孝

（
支
援
会
員
）

準
優
勝

橋
崎
　
隆
二

（
支
援
会
員
）

・
4
8
回
大
会
成
績

優
勝

大
原
　
啓
祐

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

㈲
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

サ
ー
ク
ル

6
月
か
ら
月
2
回
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
て

の
例
会
を
開
始
し
ま

し
た
。
1
0
月
の
古
川
・

気
仙
沼
・
石
巻
3
地

区
対
抗
に
向
け
、
練

習
に
熱
が
入
っ
て
い

ま
す
。写

真
は
、
私
た
ち

の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン

ド
束
松
島
海
浜
緑
地

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

全
景
で
す
。
自
衛
隊

機
の
騒
音
が
ち
ょ
っ

と
気
に
な
り
ま
す
が
、
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時
に
は
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
飛
行
が
見
ら
れ
ま
す
。

㈱
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル

例
会
は
休
止
中
で
す
が
、
各
人
が
コ
ロ
ナ
対
策
を

し
な
が
ら
行
動
し

て
い
ま
す
。
副
会

長
の
壕
本
道
治
さ

ん
は
、
第
2
8
回
宮

城
シ
ニ
ア
美
術
展

写
真
の
部
で
奨
励

賞
、
県
民
共
済
写

真
展
で
特
別
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。


